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大地の恵みを 人が奏でる だれやめの郷

広報

いさ

2010.3
◎「プラスチック製容器」の

分別収集が始まります 
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★商品そのもの
　プラスチック製のおもちゃ・洗面器・かご・バケツ・歯ブラシ・ＣＤなど
★中身を取り出しても不要にならないもの
　ＣＤやＤＶＤなどのケース・めがねケース・コンタクト保管容器など
★商品でないものの容器や包装
　クリーニングなどの袋
★ペットボトルマークのあるもの
　今までどおり黄色い指定袋で出してください。
　（ただし、ふたとラベルはプラスチック製容器です）

お菓子などのポリ袋・レジ袋等

マヨネーズ・練りわさび・
歯磨き・化粧品などのチュ
ーブ等

食品トレイ・卵のパック・
カップめんの容器等

洗剤、シャンプーなどの容器等

「プラスチック製容器」の分別収集が始まります
大口・山野・羽月・西太良地区の皆さまに お知らせです！

ふくろ類

チューブ類

プラスチック製品であっても
こんなものは対象外です（燃えるごみで出してください）

カップ・パック類

ボトル類

こんなものが プラスチック製容器 です

伊
佐
市 プラス

チック
専用

伊
佐
温
泉

伊
佐
市 プラス

チック
専用
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佐
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なまえ

この指定袋で出してく
ださい（10 枚 380 円）

★ボトル類は中身を使い切り、
　軽くすすいで水をきってか
　ら出してください。
★食料品の袋・カップ・容器
　などで、食べ残しや調味料
　が付いている場合は軽くす
　すいで水をきってから出し
　てください。
★水洗いしても食べ残しや調
　味料などが取れない場合は、
　「燃えるごみ」で出してく
　ださい。
★プラスチックかどうかよく
　わからないものは、「燃え
　るごみ」で出してください。

プラスチック製容器の
出し方
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問い合わせ先　市環境対策課環境保全係　　　　　　　　　　　　☎㉓１３１１○内　　２１１１・２１１２

※菱刈地区は従来通りです。

電化製品の緩衝材
（発泡スチロール）・
ペットボトルのラベ
ル・ふた等

地　区 燃えるごみの収集日 「プラスチック容器」の収集日

大　口
 燃えるごみを月・木曜日に収集する地区  毎月２回目・４回目の月曜日（月２回）

 燃えるごみを火・金曜日に収集する地区  毎月２回目・４回目の金曜日（月２回）
山　野
羽　月
西太良

 燃えるごみを月・木曜日に収集する地区  毎月２回目・４回目の木曜日（月２回）

 燃えるごみを火・金曜日に収集する地区  毎月２回目・４回目の火曜日（月２回）

その他

 燃えるごみを月１回収集する地区  燃えるごみと同じ日（月１回）

 燃えるごみを月２回収集する地区  燃えるごみと同じ日（月２回）

 燃えるごみを毎週１回収集する地区  毎月２回目・４回目の燃えるごみと同じ日（月２回）

　食料品や日用品を買ったときに、商品を入れたり（容器）、包
んだり（包装）するために使われているプラスチック類です。
　分別をするときは下記のプラマークを参考にしてください。

　プラスチックにはさまざまな種類があり
ますが、このマークがあるものであれば、 
プラスチック製容器の指定袋（水色）にひ
とまとめにしていただいてかまいません。

　菱刈地区では、合併前から「プラスチック製容器」の分別収集をしてい
ましたが、４月１日から大口・山野・羽月・西太良地区でも ｢容器包装リ
サイクル法 ｣に基づいて、「プラスチック製容器 ｣の分別収集を新たに開
始します。
　皆さまのご理解とご協力をお願いします。

「プラスチック製容器」の分別収集が始まります
大口・山野・羽月・西太良地区の皆さまに

「プラスチック製容器」とは
その他

この「プラマーク」が目印です

４月１日

から

その他その他その他その他

収 集 日
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事業者 河川名 地区名 事業内容 進捗状況 摘　　要

国土交通省

川内川

 曽木地区（曽木の滝分水路）  曽木の滝分水路（掘削）    　  38％
 曽木地区川西地先（左岸）  掘削      100％  平成 20 年   3 月完了
 曽木地区下殿地先（右岸）  掘削        0％  平成 21 年 10 月着手
 下殿地区（右岸）  築堤・樋門       62％
 菱刈地区荒田地先  掘削      100％  平成 21 年   3 月完了

川間川  本城地区  築堤・掘削・樋門       37％

羽月川

 堂崎地区羽月・下殿地先（左岸）  築堤・掘削・樋門        0％  平成 21 年 10 月着手
 金波田地区（右岸）  築堤・樋門        0％  平成 21 年   7 月着手
 下手地区（左岸）  樋門      100％  平成 20 年   9 月完了
 原田地区（左岸）  道路嵩上・輪中堤        0％  用地交渉中
 大島地区（右岸）  築堤      100％  平成 21 年   3 月完了

鹿児島県 白木川  堂崎地区（右岸）  築堤・樋門       94％

川内川激甚災害対策特別緊急事業（激特事業）鶴田ダム上流域の進捗状況
（平成 21 年 9 月末現在）

※激特事業は平成 22 年度完成予定です。

問い合わせ先　国土交通省九州地方整備局川内川河川事務所菱刈出張所　　　　　　　　☎㉖２４５９
　　　　　　　市建設課川内川対策係　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎㉓１３１１○内　　２２３１

　曽木の滝分水路は、曽木の滝の左岸側に新たに洪水を流す分水路を新設し、上流域の水位低下を図る
ことで、平成 18 年７月洪水において甚大な被害を被った上流域の洪水被害を低減させるものです。

完成予定　平成 23 年３月

川内川激甚災害対策特別緊急事業
「曽木の滝分水路」

鶴田～大口線道路整備（鹿児島）

曽木の滝

曽
木
大
橋

曽木
地区
道路
付替
工事

曽木
分水
路上
流部
二次
掘削
工事

曽木分水路下流部二次掘削工事

川内川

曽木方面

鶴田ダム方面

  
  
  
  
   
　
　

　　
　　
　曽
木分水

路二次掘削、道路付替工事の施工状況
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　介護保険は、介護が必要な人や介護する家族の負担を社会全体で支え、介護が必要になっても住み慣
れた地域でできる限り自立した生活を送るために作られた制度です。そのため従来の要介護サービスに
加えて、平成 18 年度から介護予防を目的とした要支援サービスを実施して、要介護状態にならないよ
うにと取り組んでおります。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。
　適正かつ健全な介護保険制度運営のため平成 20 年度実績の報告をいたします。

歳　入　　28 億 4,967 万 4 千円
 保険料     3 億 8,424 万 6 千円
 国庫支出金     7 億 5,459 万 9 千円
 県支出金          4 億 47 万 7 千円
 支払基金交付金     8 億 1,185 万 5 千円
 繰入金     4 億 3,019 万 1 千円
 繰越金              6,723 万 8 千円
 諸収入ほか                  106 万 8 千円
 計    28 億 4,967 万 4 千円

歳　出　　27 億 8,319 万 1 千円
 総務費       1 億 405 万 9 千円
 保険給付費           25 億 3,155 万円
 財政安定化基金拠出金                254 万 8 千円
 地域支援事業費                     5,923 万円
 保健福祉事業費            1,017 万 8 千円
 諸支出金            4,378 万 4 千円
 基金積立金            3,184 万 2 千円
 計  27 億 8,319 万 1 千円

問い合わせ先　市長寿支援課介護保険係　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎㉓１３１１○内　　１２２６

※平成 22 年１月 31 日現在　２号被保険者を含みます。※平成 12 年度は 11 か月分です。
※平成 19 年度以前は旧市町の合算額です。

平成 20 年度
介護保険特別会計報告

平成 20 年度介護保険特別会計の収支決算

平成 20 年度保険給付費の歳出内訳

保険給付費給付状況 要支援・要介護認定状況

2000

2500
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介護老人福祉施設
　22.7％

介護老人保健施設
　16.7％

介護療養型
医療施設
9.7％

地域密着型
サービス
13.8％

訪問介護  4.2％

在宅

施設
歳出

通所介護  5.8％ 福祉用具・住宅改修  2.3％

短期入所  1.9％

訪問看護  0.9％

訪問リハビリテーション  0.1％

その他 
12.4％

サービス

サービス
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49.1％
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通所リハビリテーション
　9.5％
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　安心して生活できるよう、財産管理、虐待
や悪質訪問販売などから権利を守ります。

　地域のケアマネージャーへの支援や高齢者の皆さまに
関係するいろいろな機関とのネットワークを作ります。

　介護保険で要支援１・２と認定された人や、今後介護
サービスが必要になる可能性のある人に対する支援を行
います。

　介護に関する悩みや生活に関することなど
いつでも相談に応じます。

ご相談お待ちしています。

地域包括支援センターだより

合併して1年！
さらに便利になった高齢者のための相談窓口

～  相談支援の輪が広がりました
まずは受話器に手をのばし、お話でもしましょう  ～

皆さまの権利を守ります
（権利擁護業務）

いろいろな面から皆さまを支えます
（包括的継続的ケアマネジメント業務）

自立支援（介護予防ケアマネジメント業務）

相談を受けます（総合相談支援業務）

菱刈地域包括支援センター（菱刈庁舎内）大口地域包括支援センター（大口庁舎内）

☎㉓２３７７（直通） ☎㉖１３０７（直通）

大口地域包括支援サブセンターすずらんの里
　　　　　　☎㉓０１５５（すずらんの里内）
大口地域包括支援サブセンターはやひと
　　　　　　　　☎㉒０００２（はやひと内）
菱刈地域包括支援サブセンター
　　　　　　　☎㉖０３００（啓明福祉会内）

伊佐市地域包括支援サブセンター
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Government Infomation

　今年平成 22 年は、郷土が誇る文武兼備の名将新納忠元の没後 400 年にあたります。
　新納忠元の遺徳を偲び、偉業を顕彰する記念事業を行うために寄付金を募ります。ご協力をお願いし
ます。
記念事業　○没後 400 年記念碑の建立（忠元神社敷地）  　○記念シンポジウム開催
　　　　　○新納忠元ゆかりの地巡りツアー　　　　　　   ○看板・紙芝居作成
寄 付 金　１口 1,000 円　※５口以上の人は、記念碑への氏名刻印
締 切 日　３月 31 日（水）
振込用紙設置場所　伊佐市役所及び各施設・校区コミュニティ協議会事務局
問い合わせ先　没後 400 年新納忠元実行委員会事務局（市立大口図書館内）　　　　　       ☎�０４１７

　伊佐湧水消防組合が募集した防火ポスターコンクールの入賞者が、次の方々に決まりました。
（市内小・中学校のみ、敬称略）

銀　　賞
田頭拓叶（針持小１年）  　　　　　竹山寛人（牛尾小１年）　　　  　村岡心凪（田中小２年）
有吉千夏（南永小３年）  　　　　　田口諒（羽月小３年）　　　　  　白坂梨里子（大口小４年）
諏訪薗友貴（南永小４年）  　　　　沖田郁也（曽木小５年）  　　　　原田夏鈴（大口小５年）
南條雄希（羽月小６年）  　　　　　武あゆみ（大口明光学園１年）  　松田美優（大口明光学園１年）
野元まりあ（大口明光学園２年）　  森山海帆（大口明光学園３年）  　丸目夢子（大口明光学園３年）

銅　　賞
寒川祥（羽月小１年）　　　　　　  川添喜成（大口小１年）　　     　    林あかり（大口東小１年）
藺牟田桃佳（大口小２年）　　　　  山口青空（曽木小２年）　　　  　瀧元来美（菱刈小３年）
永池舞衣（湯之尾小３年）　　　　  村岡さゆみ（針持小４年）　　  　宮下静香（曽木小４年）
近藤和裕（湯之尾小４年）　　　　  橋口綾佳（羽月西小５年）　　  　德田駿仁（牛尾小５年）
川上聖羅（牛尾小６年）　　　　　  水橋祐太（曽木小６年）　　　  　川崎優花（大口明光学園１年）
三好真衣（大口明光学園１年）　　  城田真湖（大口明光学園２年）  　高橋海奏（大口明光学園３年）
妹尾南美（大口明光学園３年）

金　　賞
有吉陽菜（南永小１年）  　　　　　中原田夏音（大口東小２年）     　 井手亮汰（羽月小３年）
今田響介（本城小４年）　  　　　　大久保和希（牛尾小５年）    　 　 筌場葵（羽月北小６年）
久木山愛理（大口明光学園１年） 　 松本佳子（大口明光学園２年） 　 有木静香（大口明光学園３年）

消防長賞　
低学年の部　田原伊織（大口小１年）
高学年の部　諏訪薗百香（南永小６年）
中学校の部　森麻理乃（大口明光学園２年）

奨 励 賞　
低学年の部　大宮司春花（牛尾小２年）
高学年の部　井上咲也花（湯之尾小５年）
中学校の部　小島実歩（大口明光学園１年）

展示場所　大口ふれあいセンター２階展示ギャラリー　※ 大口・山野・羽月・西太良地区内小中学校
　　　　　菱刈総合保健福祉センター（まごし館）　※ 菱刈地区内小学校
展示期間　３月１日（月）～７日（日）

新
に い ろ

納忠
た だ も と

元没後 400 年記念事業について

防火ポスターコンクール
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行政からのお知らせ

不動産公売のお知らせ

４月から肝臓機能障害による
身体障害者手帳が交付されます

市税の滞納処分による差押不動産物件を公売します

公売期日　４月８日（木）
公売場所　伊佐市役所大口庁舎２階大会議室

問い合わせ先　市滞納対策課滞納整理係　　　　　　　　　　☎�１３１１○内　　１２０２・１２０３

公売物件

＜公売公告第８号＞
売却区分１　土地　所在：伊佐市大口上町 13 番８　地目：宅地　地積：264.41 ㎡
　　　　　　建物　所在：伊佐市大口上町 13 番地８　
　　　　　　　　　種類：倉庫　構造：鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺２階建
　　　　　　　　　床面積：１階 126.00 ㎡　2 階 126.00 ㎡　　
　　　　　　見積価額：10,094,000 円　　公売保証金：1,010,000 円
売却区分２　建物　所在：伊佐市菱刈前目普春庵原 5017 番地 1（市有地内）
　　　　　　　　　種類：工場　構造：鉄骨造鉄板葺平家建　床面積：2,025.00 ㎡
　　　      （附属建物） 種類：管理舎　構造：鉄骨造スレート葺平家建　床面積： 189.80 ㎡
　　　　　　　　　種類：研究所　構造：鉄骨造スレート葺平家建　床面積： 210.00 ㎡
　　　　　　　　　種類：守衛室　構造：鉄骨造亜鉛メッキ鋼板葺平家建　床面積：27.60 ㎡
　　　　　　見積価額：17,325,000 円　　公売保証金：1,740,000 円
売却区分３　土地　所在：伊佐市菱刈重留薬師原 1436 番 5 他２筆　地目：畑　地積：750.00 ㎡
　　　　　　見積価額：2,009,000 円　　公売保証金：210,000 円
　　　　　　※入札参加要件：登記地目が農地につき、農業委員会の発行する農地の買受適格証明
　　　　　　　書が必要です。

対 象 者　○認定基準に該当する肝臓機能障害のある人
　　　　　○肝臓移植を受け、抗免疫療法を実施している人
認定基準　主として肝臓機能障害の重症度分類である Child‐Pugh 分類によって判定します。
　　　　　※診断前の６か月間にアルコールを摂取している人等は対象とはなりません。
申請書類　申請書・診断書・写真（たて４cm ×横３cm）
　　　　　※申請書・診断書は、申請先にあります。
　　　　　※診断書は、身体障害者手帳指定医が作成したものに限ります。
申請・問い合わせ先
市福祉事務所障害者支援係（大口庁舎）　　　　　　　　　　　　　　　　　  ☎�１３１１○内　　１２６６
市地域総務課保健福祉係（菱刈庁舎）  　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎�１３１１○内　　２１７２
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ま ち
の 話 題

氷の祭典

　23 日夜から作成された氷の彫刻 12
基は、どれもプロ顔負けの力作揃い。
約２万人の観客は、“彫り師”たちへ
声援を送ったり、ライトアップされた
彫刻をカメラに収めたりしておもいお
もいに楽しんでいました。

　１月 23・24 日、伊佐市文化会館前広場で、第 15 回「氷の祭典」
アイスカービング in 伊佐が開催されました。
　伊佐ならではの寒さを逆手にとって、この寒さを楽しもうと毎年開
かれているこのイベントの目玉は、長さ 50 ｍに及ぶ『氷の滑り台』。
今年も子どもたちに大人気で、約 12 秒間の滑走を、歓声を上げなが
ら楽しんでいました。
　また、伊佐市文化会館大ホールで行なわれたステージ部門では、和
太鼓演奏やよさこいソーランが披露されると、観客から大きな拍手が
送られていました。

アイスカービング i n  伊佐
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　２月３日の「節分の日」にみどり保育園ひ
まわり・もも・すみれ・さくら組の園児 120
人が市役所大口庁舎を訪れました。
　手作りの鬼の面をかぶり大きな声で「鬼は
～外、福は～内」と元気良く豆まきをしました。
　また、天気が良かったので商店街を回り各
店々にも豆まきをしました。突然の小さな鬼
たちの訪問に街の人も喜んでいました。

　１月 22 日、大口小学校の持久走大会が忠
元公園の周りで行われました。
　１・２年生１km、３・４年生 1.5km、５・
６年２kmの距離を各学年男女に分かれてス
タートしていました。
　今年は、県下一周駅伝・地区対抗女子駅伝
の選手７人も子どもたちと一緒に走りました。
子どもたちも、冷たい北風に負けず力強く健
脚を競っていました。

　２月 10 日、振り込め詐欺の被害を未然に防止し
たとして、鮫島智美さん（田中）に伊佐警察署から
感謝状が贈られました。
　鮫島さんは、勤務先の銀行で、振り込みに来た女
性にＡＴＭの操作方法を説明中、振込先の口座名か
ら振り込め詐欺の可能性が高いと判断し、直ちに振
込みを中止させ警察署へ相談するように促しました。
　鮫島さんは「詐欺かどうかの判断が難しかったが、
日ごろから振り込め詐欺について指導を受けていた
ので、冷静に対処できた」と話していました。

　１月 28 日、牛尾小学校でかるた大会が行なわれ
ました。
　これは、昭和 60 年に県下の小中学生から読み札・
絵札を募集して、「かごしま郷土かるた」が作られ
た際、牛尾小学校の児童５人の読み札・絵札が採用
されたことをきっかけに始められたもので、その“伝
統のかるた”で県内の自然や歴史・文化を知ろうと
毎年行なわれています。
　車座になってかるたを囲んだ子どもたちは、読み
手から句が読まれると、かるたの上に覆いかぶさる
ほどの勢いで手を伸ばし、かるたを競い合って取っ
ていました。

振り込め詐欺を未然に防止

伝統のかるたで白熱した戦い！

将来は駅伝選手？ 節分の豆まきに 120 人
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　１月 26 日は法隆寺金堂壁画が焼損した日
（昭和 24年）に当たるため、「文化財防火デー」
と定められています。文化財を災害から守る
ため、全国で文化財防火運動が行われました。
　伊佐市では、１月 24 日に国指定有形文化
財の、箱崎神社・郡山八幡神社・祁答院家住
宅、県指定有形文化財の、白木神杜の４か所
で行われ、火災を知らせるサイレンを合図に、
氏子や地元消防団・消防職員による本番さな
がらの防火訓練が行われました。

　１月 22 日、ＪＡ伊佐育苗センターで葉た
ばこの種まきが行われました。
　当日は、葉たばこ耕作者や関係者約 30 人
が参加し、豊作を願って神事が行われた後、
ビニールハウス内に敷きつめられた 2,400 の
育苗箱に葉たばこの種を蒔いていきました。
育苗箱は約１か月間センターで管理された後、
各農家でさらに１か月間育苗され、３月下旬
から植え付け作業が始まります。
　伊佐管内では、生産者 35 人が 70ha を耕
作し、売り上げ４億円を目指します。

　１月 27 日、大口ふれあいセンターで伊佐
市産業問題シンポジウムが開催されました。
　これは、伊佐市の産業形態を考え直し、異
業種共同で伊佐ブランドを創り出すための取
り組みについて話し合おうと行なわれたもの
で、関係者約 120 人が参加しました。
　シンポジウムでは、成沢勝美さん（駅前・
スーパー「メルカードなりざわ」社長）の基
調講演、二反田哲弥さん（松ノ口・認定農業者）
による販路開拓の事例報告が行なわれ、参加
者は真剣な表情で聞き入っていました。また、
分科会では各産業ごとの問題点や今後の課題
について熱い議論が交わされました。

「農・商・工」連携でブランド化を

葉たばこ種まき豊作を願う

第 56 回文化財防火デー ひしかりの郷土をもっと知ろう！

　２月 13 日、湯之尾校区で青少年体験活動
校区交流会報告会がありました。
　これは、旧菱刈町時代から行われている校
区体験活動の発表会で、参加者 102 人が各校
区の特色ある体験活動の報告を行いました。
　報告会の後、ウォークラリー大会があり、
６・７人のグループに分かれ、湯之尾小学校・
湯之尾神社・がらっぱ公園・屋内ゲートボー
ル場で地域の人からの説明を聞き、10 問の
クイズを解きながら郷土の歴史文化を学びま
した。最後にグラウンドゴルフを体験し楽し
い時間を過ごしました。
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危険業務従事者叙勲

自分の歯をいつまでも

　“80 歳になっても自分の歯を 20 本以上保
とう”という「8020 運動」にちなんで、次
の方々が平成 21 年度 8020 達成者として伊
佐市歯科医師会から表彰されました。（敬称
略）
　下村　夫（本城・写真）89 歳で 23 本
　岩永ツルエ（大口）　　  86 歳で 25 本
　匿名希望　　　　　　　83 歳で 31 本
　鶴園ナリ子（大口）　　  83 歳で 30 本
　緒方定二（大口東）　　  82 歳で 29 本
　内園田秋利（本城）　  　82 歳で 22 本
　甲斐新平（大口東）　　  82 歳で 20 本
　中原陽子（本城）　　  　81 歳で 23 本
　岩 照雄（山野）　　  　80 歳で 23 本
　古江照子（大口）　　  　80 歳で 22 本

　大口中学校ソフトボール部の下小薗詩希さ
ん（大口中１年）が、３月 26 日から福岡県
で開催される第６回都道府県対抗全日本中学
生ソフトボール大会に鹿児島県選抜チームの
一員として出場されます。下小薗さんの活躍
を期待します。

ソフトボール県選抜で
全国大会へ

　長年海上自衛官として、危険性の高い業務
に精励された功績が認められ、池之上直さん
（61 歳・菱刈）に、このたび瑞宝双光章が授
与されました。
　おめでとうございます。　

　伊佐市への移住・定住を促進するパンフレ
ット等に掲載するキャッチフレーズを募集し
たところ、市内から 627 人の応募があり、審
査の結果次の方々に決定しました。たくさん
のご応募ありがとうございました。（敬称略）
▽最優秀賞　上田深雪（大口高校１年）
　『ここがい～さ～』
▽アイディア賞　長野公洋（大口高校２年）
　『ゆっくりと流れる時間をあなたに

伊佐市へ』
▽アイディア賞　原口美紅（大口高校２年）
　『伊佐のいいとこは、

来てみつけるといいさぁ』
▽アイディア賞　西元雄一郎（大口高校３年）
　『四季と住む地・伊佐』

定住促進キャッチフレーズ決定！

▲左から西元さん・原口さん・時任副市長・長野さん・上田さん　
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私たちの学校生活

Our School Life!

　
平
出
水
小
学
校
は
、
明
治
11
年
に
創
立
さ
れ
、
本

年
度
で
１
３
１
年
目
を
迎
え
た
歴
史
あ
る
学
校
で
す
。

周
囲
は
小
高
い
山
に
囲
ま
れ
、
校
区
内
に
は
シ
ン
ボ

ル
的
存
在
で
あ
る
「
伊
佐
富
士
」
と
呼
ば
れ
る
鳥
神

岡
も
あ
り
ま
す
。
豊
か
な
自
然
と
温
か
い
人
々
に
囲

ま
れ
て
、
28
人
の
児
童
は
毎
日
仲
良
く
元
気
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
５
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め
に
地
域
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全
確

保
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テ
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っ
て
い
た
だ
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鳥
神
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登
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を
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施
し
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し
た
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と
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よ
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発
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。
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６
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。
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し
ま
し
た
。
こ
れ
も
地
域
の
高
齢
者
の
方
々

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
１
〜
３
年
生
は
縄
な
い

に
、
４
〜
６
年
生
は
し
め
縄
作
り
や
竹
ぼ
う
き
作
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　「
希
望
大
き
く
地
域
と
と
も
に
育
む
平
出
水
っ
子
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
平
出
水
小
学
校

は
、
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　スクールガードや青パト隊など、地域のボラン
ティアの方々に温かく見守られながら、子どもた
ちは毎日元気に登下校しています。
　「時を守り、場を清め、礼を正す」を生活の基
本と考え、学校内外で規律ある行動ができるよう
に取り組んでいるところです。
　平出水校区の良さを活かし、一人ひとりに応じ
たきめ細かな学習指導に力を入れています。

平出水小学校

▲全校児童による鳥神岡登山

平出水小学校
榎本　四郎　校長

学校長から一言

希
望
大
き
く  

地
域
と
と
も
に

育
む
平
出
水
っ
子
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健
康
の
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ
先
　
市
健
康
増
進
課
保
健
指
導
係
　
☎
㉓
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
２

健
康
の
コ
ー
ナ
ー

花粉症対策と予防

　
花
粉
の
気
に
な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

花
粉
症
の
人
に
は
辛
い

時
期
に
な
り
ま
し
た
ね
。

花
粉
症
っ
て
な
に
？

　
花
粉
症
に
な
り
や
す

い
人
の
場
合
、
花
粉
が

体
内
に
入
る
と
、
体
が

花
粉
を
「
侵
入
者
＝
敵
」
と
み
な
し
て
し
ま

い
、
花
粉
に
対
す
る
ガ
ー
ド
マ
ン
を
つ
く
り

出
し
ま
す
。
そ
し
て
一
度
こ
の
ガ
ー
ド
マ
ン

が
で
き
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
以
降
は
体
内
に

入
っ
て
来
る
花
粉
（
敵
）
に
対
し
て
「
出
て

行
け
！
」
と
攻
撃
を
仕
掛
け
ま
す
。
こ
の
攻

撃
が
、
く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻
詰
ま
り
や
目

の
痒
み
、
充
血
な
ど
の
花
粉
症
の
症
状
な
の

で
す
。

自
分
で
で
き
る
花
粉
症
対
策

目
と
鼻
の
症
状
へ
の
セ
ル
フ
ケ
ア

　
ま
ず
は
、
花
粉
の
侵
入
を
ブ

ロ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

○
眼
鏡
や
ゴ
ー
グ
ル
な
ど
で
花
粉

　
が
目
に
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

○
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
で
き
れ
ば
避
け
る
。

　（
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
、
結
膜
炎
を
悪
化

　
さ
せ
た
り
、
花
粉
が
付
着
し
ま
す
。
詳
し

　
く
は
眼
科
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。）

○
マ
ス
ク
を
す
る
。（
で
き
れ
ば
使
い
捨
て
が

　
オ
ス
ス
メ
で
す
。
マ
ス
ク
に
も
花
粉
が
付

　
い
て
い
る
の
で
、
使
い
捨
て
だ
と
そ
の
ま

　
ま
花
粉
ご
と
捨
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

○
顔
を
洗
う
。（
目
の
周
り
や
鼻
の
周
り
、
特

　
に
鼻
の
下
を
し
っ
か
り
と
洗
い
ま
し
ょ
う
。）

○
目
を
洗
う
。（
人
工
涙
液
を
使
っ
て
洗
う

　
の
が
効
果
的
で
す
。
カ
ッ
プ
式
の
洗
浄
液

　
は
、
顔
を
洗
っ
て
か
ら
使
っ
た
ほ
う
が
い

　
い
で
し
ょ
う
。
皮
膚
に
つ
い
た
花
粉
を
目

　
に
入
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。）

○
鼻
を
洗
う
。（
市
販
の
鼻
洗
浄
液
で
洗
い

　
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
鼻
の
粘
膜
は
敏
感

　
で
す
か
ら
、
洗
う
の
は
少
し
辛
い
か
も
し

　
れ
ま
せ
ん
。）

外
出
時
の
対
策

○
花
粉
飛
散
情
報
に
注

　
意
す
る
。 

○
晴
れ
て
風
の
強
い
日
は
　

　
外
出
し
な
い
。（
花
粉
の
飛
散
が
多
い
） 

○
花
粉
が
付
き
に
く
い
、
ス
ベ
ス
ベ
し
た
生

　
地
の
服
を
着
る
。 

○
洗
濯
物
は
花
粉
飛
散
量
が
少
な
い
日
に
干

　
す
よ
う
に
す
る
。 

○
干
し
た
後
は
、
し
っ
か
り
と
は
た
い
て
か

　
ら
、
家
に
取
り
込
む
。

帰
宅
時
の
対
策
法

○
家
に
入
る
前
に
玄
関
先
で
服
を
は
た
く
。 

○
洗
顔
を
す
る
。 

○
手
洗
い
・
う
が
い
を
　

　
す
る
。 

室
内
で
の
対
策
法

○
窓
は
な
る
べ
く
開
け
放
さ
な
い
。 

○
風
の
強
い
日
の
換
気
は
特
に
避
け
る
。 

○
カ
ー
テ
ン
を
し
た
ま
ま
換
気
す
る
よ
う
に

　
す
る
。（
カ
ー
テ
ン
を
す
る
こ
と
で
花
粉
が

　
室
内
に
入
っ
て
く
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。） 

○
花
粉
の
多
い
時
に
は
ふ
と
ん
を
干
さ
な
い
。

室
内
の
花
粉
の
除
去
法

○
床
は
掃
除
機
で
は
な
く
、
ウ
ェ
ッ
ト
シ
ー

　
ト
な
ど
で
拭
き
掃
除
を
す
る 

。

○
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
布
製
の
ソ
フ
ァ
に
十
分
に

　
掃
除
機
を
か
け
る 

。

○
ふ
と
ん
を
干
し
た
時
は
、
十
分
た
た
い
て
、

　
花
粉
を
落
と
す
。
掃
除
機
を
か
け
る
。

○
空
気
清
浄
機
で
室
内
の
花
粉
を
除
く
。 

　
ど
れ
か
一
つ
で
も
実
行
で
き
そ
う
な
も
の

を
試
し
て
み
て
、
辛
い
時
期
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎㉒０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎㉖３０００

【今月の新刊本（抜粋）】【ご利用案内】
本や資料を借りる時
　伊佐市、霧島市、湧水町、さつま町に
住所を有する人か、伊佐市内に所在する
職場・学校に通勤・通学をされている人
であれば借りられます。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
「ノベライズおとうと」
山田洋次・平松恵美子脚本　稲光宏子ノベライズ
　家族という厄介な、でも切っても切れない絆。
その苦しみと悩みと喜び…。賢い姉と愚かな弟の、
おかしくて哀しい物語。2010 年１月公開の同名
映画のノベライズ。

【３月の休館日】
３月 １日（月） ・   ８日（月）・
　　15 日（月）・23 日（火）・
　　29 日（月）

【お知らせ】
ブックスタートを開催します
場　所　菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）
日　時　３月 13 日（土）10:30 ～（１時間程度）
内　容　ブックスタートパックのプレゼント、絵本に出て
　　　　くるレシピの紹介、図書館ボランティアによる読
　　　　み聞かせなど
対象者　出産予定の人、２歳未満の赤ちゃんとその保護者
　　　　（今回に限り）。なお当日は母子健康手帳をご持参
　　　　ください。
※初めて参加の人に限らせていただきます。参加につきま
　しては、事前に菱刈図書館まで連絡をいただけるようお
　願いします。

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日時　３月 27 日（土）　10:30 ～
場所　大口図書館

【図書館へ献本】
ISART

【　児　童　】
デモナータ　10 幕 Darren　Shan
かいけつゾロリ　きょうふのようかいえんそく 原ゆたか
チリとチリリゆきのひのおはなし どいかや

【　一　般　】
カッコウの卵は誰のもの 東野圭吾
ナニカアル 桐野夏生
教室の亡霊 内田康夫
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Isa City Infomation

募
　
集

お
知
ら
せ

平
成
22
年
度
伊
佐
市
奨
学
生
募
集

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
申
請
受
付
が
始
ま
り
ま
す

資
　
　
格

　
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
大
学
（
短

期
大
学
及
び
大
学
院
を
含
む
）
ま
た
は
修
業

年
限
２
年
以
上
の
教
育
施
設
も
し
く
は
養
成

所
等
に
在
学
す
る
品
行
方
正
、
学
業
優
秀
、

心
身
良
好
な
学
生
で
、
そ
の
保
護
者
が
本
市

に
在
住
し
、
か
つ
、
学
資
の
支
弁
が
困
難
と

認
め
ら
れ
、
原
則
と
し
て
他
の
奨
学
金
ま
た

は
こ
れ
に
類
す
る
援
助
を
受
け
て
い
な
い
人
。

募
集
人
員
　
予
算
の
範
囲
内
で
若
干
名

貸
付
金
額
（
月
額
）

○
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
（
１
年
生
か

　
ら
３
年
生
ま
で
）
ま
た
は
教
育
養
成
所
等

　
の
高
等
課
程
　
　
　
　
　
　
１
万
円
以
内

○
高
等
専
門
学
校
（
４
年
生
及
び
５
年
生
）、

　
大
学
ま
た
は
教
育
養
成
所
等
の
専
門
課
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
万
円
以
内（
予
定
）

※
平
成
21
年
度
の
３
万
円
以
内
か
ら
増
額
さ

　
れ
る
予
定
で
す
。

貸
付
期
間

　
奨
学
生
に
決
定
し
た
と
き
か
ら
、
そ
の
者

の
在
学
す
る
学
校
の
正
規
の
最
短
修
業
期
間

を
終
了
す
る
月
ま
で
。

貸
付
金
の
返
済

○
月
賦
の
場
合

　
貸
付
月
額
の
２
分
の
１
以
上
の
額

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
原
則
と
し
て
保

護
者
が
労
働
等
で
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小
学

校
３
年
生
ま
で
の
児
童
に
対
し
、
指
導
員
を

配
置
し
、
適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
与
え

て
、
そ
の
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と

▽
ス
カ
ラ
ー
株
式
会
社

作
業
内
容

　
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
た
た
み
・
包
装

※
工
場
内
で
の
内
職
に
な
り
ま
す
。

時
　
　
間

　
8
時
～
17
時
10
分
内
で
何
時
間
で
も
可

作
業
工
賃
　
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
　

連
絡
先
　

☎
０
９
０
・
４
９
９
９
・
２
６
３
２
（
山
﨑
）

▽
㈲
山
野
縫
製

作
業
内
容
　
レ
ー
ス
裁
断

※
家
庭
内
で
の
内
職
に
な
り
ま
す
。

作
業
工
賃
　
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

連
絡
先
　
　
　  

☎
�
５
０
５
３
（
六
田
）

問
い
合
わ
せ
先

市
地
域
振
興
課
振
興
開
発
係

内
職
を
募
集
し
て
い
ま
す

○
年
賦
の
場
合

　
貸
付
年
額
の
２
分
の
１
以
上
の
額

※
卒
業
後
10
年
以
内
償
還
（
１
年
据
置
）

受
付
期
間

　
4
月
1
日
（
木
）
～
5
月
28
日
（
金
）

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

申
込
方
法

　
市
教
育
委
員
会
総
務
課
ま
た
は
大
口
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
総
務
課
総
務
係（
菱
刈
庁
舎
）

☎
�
１
３
１
１
○内　　２
２
６
４

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
５
８

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
を

希
望
さ
れ
る
人
の
申
込
受
付
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
の
で
、
新
規
利
用
希
望
の
人
、
継

続
し
て
利
用
を
希
望
さ
れ
る
人
と
も
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
原
則
と
し
て
保
護
者
が
労
働
等
で
昼
間
家

庭
に
い
な
い
小
学
１
～
３
年
生
の
就
学
児
童

（
４
年
生
以
上
も
利
用
で
き
ま
す
）

実
施
ク
ラ
ブ

▽
ふ
れ
あ
い
児
童
ク
ラ
ブ（
み
ど
り
保
育
園
内
）

▽
山
野
児
童
ク
ラ
ブ
　
　（
山
野
小
学
校
内
）

▽
羽
月
児
童
ク
ラ
ブ
　
　（
羽
月
小
学
校
内
）

▽
曽
木
児
童
ク
ラ
ブ
　
　（
曽
木
小
学
校
内
）

▽
平
出
水
児
童
ク
ラ
ブ（
平
出
水
小
学
校
内
）

▽
大
口
東
児
童
ク
ラ
ブ（
大
口
東
小
学
校
内
）

▽
牛
尾
児
童
ク
ラ
ブ
　
　（
牛
尾
小
学
校
内
）

▽
勝
蓮
寺
児
童
ク
ラ
ブ
　
　（
勝
蓮
寺
近
く
）

▽
湯
之
尾
児
童
ク
ラ
ブ（
湯
之
尾
校
区
公
民
館
）

▽
本
城
児
童
ク
ラ
ブ
　
　（
本
城
小
学
校
内
）

▽
田
中
児
童
ク
ラ
ブ
　（
田
中
小
学
校
近
く
）

負
担
金
　
有
り

申
請
方
法
　
　

　
利
用
申
請
書
・
就
労
証
明
書
等
を
市
福
祉

事
務
所
（
大
口
庁
舎
）
ま
た
は
市
地
域
総
務

課
（
菱
刈
庁
舎
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
　
３
月
１
日
（
月
）
～
17
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ
先

市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
６
３

　
４
月
１
日
よ
り
伊
佐
地
域
情
報
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
「
い
っ
ぺ
こ
っ
ぺ
♥ 

い
さN

avi

」
を

開
設
し
ま
す
。

　
こ
の
サ
イ
ト
は
、
市
内
の
商
店
、
飲
食
店
、

観
光
情
報
を
は
じ
め
市
民
サ
ー
ク
ル
・
団
体
、

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

伊
佐
の
地
域
情
報
発
信
を
目
的
と
す
る
サ
イ

ト
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
し
た
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
等
で
、
誰
で
も
何
時
で
も
自

由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
こ
の
サ
イ
ト
開
設
に
伴
い
掲
載
会
員
を
募

集
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
人
は
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
２
６
・
１
１
２
７

「
い
っ
ぺ
こ
っ
ぺ
♥ 

い
さN

avi

」

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ
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伊佐市からのお知らせ

　
忠
元
公
園
の
芝
生
広
場
に
、
ナ
イ
タ
ー
施

設
が
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
園
の
周
囲

に
街
灯
も
設
置
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

使
用
料
　
１
時
間
３
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

市
地
域
振
興
課
観
光
公
園
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
５
３

日
　
　
時
　
３
月
21
日
（
日
・
祝
）

　
　
　
　
　
14
時
30
分
開
演

会
　
　
場
　
伊
佐
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料
（
未
就
学
児
の
入
場
可
）

出
演
団
体
　
大
口
中
学
校
吹
奏
楽
部

　
　
　
　
　
大
口
南
中
学
校
吹
奏
楽
部

　
　
　
　
　
菱
刈
中
学
校
吹
奏
楽
部

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
文
化
会
館
　
　
　
　
☎
�
６
３
２
０

平
成
22
年
２
月
１
日
付

【
係
長
級
】

職
員
名
　
野
下
　
義
行

新
所
属
　
財
政
課
管
財
係
長
　

（
旧
所
属
）（
財
政
課
事
務
主
査
）

市
職
員
人
事
異
動

日
　
　
時
　
３
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　
８
時
30
分
～
15
時

場
　
　
所
　
本
城
小
学
校
体
育
館
及
び
本
城

　
　
　
　
　
校
区
公
民
館

催
し
物

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

文
化
祭
、
お
き
な
草
な
ど
特
産
品
の
販
売
、

お
き
な
草
絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
等

問
い
合
わ
せ
先
　

本
城
校
区
公
民
館
　
　
　
　
☎
�
４
６
３
９

日
　
　
時
　
３
月
21
日
（
日
・
祝
）
10
時

　
　
　
　
　
受
付
９
時
30
分
～

受
付
場
所

　
針
持
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
前
広
場

コ
ー
ス
　
　

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
～
高
野
～
釘
野
々
～

田
代
～
三
好
産
業
～
関
白
陣
７
・
３
Km
　

参
加
料
　
５
０
０
円
　（
当
日
持
参
）

参
加
資
格

　
健
康
な
人
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
幼
児
は
保
護
者
同
伴
と
し
ま
す
。

そ
の
他
　
弁
当
・
針
持
温
泉
当
日
無
料
入

　
　
　
　
　
浴
券
を
準
備
し
ま
す
。

申
込
期
限
　
３
月
12
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

第
６
回
本
城
お
き
な
草
春
ま
つ
り

伊
佐
の
芽
コ
ン
サ
ー
ト

第
３
回
秀
吉
の
道
ウ
ォ
ー
ク
in
針
持

　
こ
の
交
通
災
害
共
済
は
、
鹿
児
島
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
で
運
営
す
る
も
の
で
、
交

通
事
故
に
よ
る
負
傷
に
対
し
て
見
舞
金
が
支

払
わ
れ
る
共
済
制
度
で
す
。
共
済
会
費
は
、

加
入
者
１
人
に
つ
き
年
額
５
０
０
円
で
、
幅

広
い
補
償
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
市
民
の
皆
さ
ま
に
平
成
22
年
度
加
入
申

込
書
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
加
入
さ
れ
る

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
２
６
・
１
１
２
７

交
通
災
害
共
済
加
入
申
込
に
つ
い
て

日
　
　
時
　
３
月
21
日
（
日
・
祝
）

　
　
　
　
　
９
時
10
分
　
受
付
８
時
～
　

コ
ー
ス
　
　

　
Ａ
コ
ー
ス
　
12
・
２
Km

　
Ｂ
コ
ー
ス
　
７ 

・
３
Km
（
平
坦
コ
ー
ス
）

参
加
料
　
大
人
　
　
　
　   

１
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
高
校
生
以
下
　
　
　
５
０
０
円

参
加
資
格
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
込
期
限

　
参
加
料
を
添
え
て
３
月
12
日
（
金
）
ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
13
回
ウ
ォ
ー
ク
in
田
中

針
持
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
事
務
局

（
月
・
水
・
金
）　
　
　
　
　
☎
�
２
６
６
２

献
血
日
程
　
　
　

▽
３
月
４
日
（
木
）

　
市
役
所
菱
刈
庁
舎
　
　
９
時
30
分
～
13
時

　
菱
刈
鉱
山
　
　
　
　
　
　
　
15
時
～
17
時

▽
３
月
14
日
（
日
）

　
鹿
児
島
銀
行
大
口
支
店
駐
車
場９

時
～
16
時

実
施
機
関

　
鹿
児
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
１
６

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

忠
元
公
園
広
場
の

ナ
イ
タ
ー
使
用
に
つ
い
て

　
鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
に
よ
る
無
料
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す

の
で
、
当
日
相
談
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
　
　
時
　
３
月
６
日
（
土
）
10
時
～
16
時

会
　
　
場
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
和
室
（
２
・
５
）・
工
作
実
習
室

内
　
　
容
　

　
登
記
・
相
続
・
離
婚
・
貸
金
・
借
金
整
理
・

賃
貸
借
・
そ
の
他
法
律
問
題
に
関
す
る
相
談

並
び
に
裁
判
の
支
援

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会

☎
０
９
９
・
２
５
６
・
０
３
３
５

司
法
書
士
会
法
律
相
談
会

そ
の
他

　
お
に
ぎ
り
と
豚
汁
を
準
備
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ウ
ォ
ー
ク
in
田
中
実
行
委
員
会
事
務
局
（
田

中
校
区
集
会
施
設
内
）  

　
　 

☎
�
５
２
８
８
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誕
　
生

 

（
１
月
１
日
〜
１
月
31
日
受
付
分
）

池
内
　
美み

う羽
（
弘
志
・
麓
町
）

野
田
　
大ひ
ろ
と翔
（
哲
志
・
高
校
西
）

寺
田
　
史ふ
み
や哉
（
直
史
・
園
田
）

長
野
　
翔
し
ょ
う
え
い瑛
（
和
也
・
園
田
）

内
山
　
愛あ
い
り理
（
裕
樹
・
高
校
西
）

鬼
塚
　
希き

ほ歩
（
友
規
・
木
ノ
氏
）

上
下
　
あ
ん
り
（
隆
二
・
上
元
町
）

御
書
　
栞
し
お
り
（
篤
・
永
尾
）

高
橋
　
匠
し
ょ
う
（
佳
一
郎
・
一
の
山
）

（
１
月
１
日
〜
１
月
31
日
受
付
分
）

大
口
地
区

上
村
　
孝
明
　
　
　
53
　（
西
水
流
）

竹
之
内
　
仁
　
　
　
72
　（
上
木
ノ
氏
）

棈
松
　
俊
秀
　
　
　
85
　（
西
原
）

杉
川
　
初
子
　
　
　
96
　（
諏
訪
馬
場
）

椛
山
　
克
夫
　
　
　
73
　（
こ
と
ぶ
き
園
）

中
村
　
ミ
ツ
ヱ
　
　
94    （
井
手
原
）

新
地
　
安
子
　
　
　
73
　（
緑
ヶ
丘
）

生
駒
　
登
　
　
　
　
77
　（
西
戸
切
）

天
野
　
千
里
　
　
　
83
　（
浜
里
）

内
村

　
ユ
キ
ノ

　
　
96
　（
下
青
木
）

米
永
　
正
志
　
　
　
84
　（
中
戸
切
）

瓜
生
島
　
隆
則
　
　
70
　（
下
青
木
）

桐
原
　
君
枝
　
　
　
83
　（
下
青
木
）

松
元
　
平
　
　
　
　
75
　（
東
戸
切
）

溝
口
　
力
　
　
　
　
89
　（
木
ノ
氏
）

山
野
地
区

西
　
勇
　
　
　
　
　
83
　（
境
目
）

大
塚
　
タ
イ
子
　
　
80
　（
上
松
）

北
園
　
義
人
　
　
　
79
　（
小
木
原
中
）

押
川
　
光
義
　
　
　
84
　（
平
出
水
中
央
）

古
里
　
弘
美
　
　
　
54
　（
押
野
々
）

羽
月
地
区

帆
北
　
凉
子
　
　
　
62
　（
鳥
巣
下
）

内
村
　
ハ
ツ
ヱ
　
　
94
　（
湯
ノ
谷
）

天
津
　
美
守
　
　
　
87
　（
馬
渡
）

中
間
　
秋
雄
　
　
　
64
　（
駅
前
）

中
間
　
正
則
　
　
　
94
　（
田
代
）

山
田
　
寛
之
　
　
　
88
　（
山
之
口
）

原
　
義
尚

　
　
　
　
76
　（
松
木
原
）

岡
野
　
タ
ミ
　
　
　
82
　（
日
ノ
出
）

竹
下
　
正
則
　
　
　
92
　（
八
代
）

内
田
　
ト
シ
子
　
　
85
　（
園
田
）

古
川
　
進
　
　
　
　
89
　（
駅
前
）

西
太
良
地
区

時
吉
　
テ
ル
　
　
　
90
　（
西
方
）

外
山
　
薫
　
　
　
　
87
　（
荻
原
）

大
久
保
　
フ
ユ
子
　
67
　（
田
原
）

亀
丸
　
見
生
　
　
　
36
　（
川
西
）

米
倉
　
シ
ヅ
子
　
　
75
　（
城
下
）

菱
刈
地
区

福
吉

　
ト
シ
子

　
　
82
　（
柳
野
）

大
渡
　
良
子
　
　
　
81
　（
小
原
松
山
）

住所 : 伊佐市大口小木原 899

TEL：0995-22-0425
H    P http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp

タケシタの家造り 検索

「夫婦二人の家」工事中です。
現場見学は随時受付けております。
お気軽にお問合せください。

エコポイント対応
住宅のご提案致します。

広告

建築設計・施工・製材・水道・
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

エコリフォーム
最大30万ポイント！
・窓の断熱改修
・外壁、天井又は床の断熱材施工
*さらにバリアフリー工事でポイント加算。

川
﨑
　
靜
道
　
　
　
88
　（
前
目
麓
）

二
渡
　
進
　
　
　
　
94
　（
田
中
上
）

深
野
木
　
正
光
　
　
88
　（
比
良
）

大
橋
　
ツ
ヤ
　
　
　
83
　（
滝
ノ
上
）

伊
福
　
勝
己
　
　
　
81
　（
岩
坪
）

坂
井
　
武
彦
　
　
　
83
　（
麓
後
）

鍋
倉
　
益
雄
　
　
　
78
　（
北
俣
）

重
森
　
文
雄
　
　
　
77
　（
町
船
津
田
下
）

東
郷
　
フ
ミ
子
　
　
84
　（
共
進
）

吉
峰
　
繁
　
　
　
　
70
　（
青
木
元
）

瀨
ノ
口
　
エ
ミ
　
　
89
　（
荒
田
上
）

柏
原
　
美
代
子
　
　
58
　（
楠
原
下
）

永
池
　
利
幸
　
　
　
52
　（
永
池
）

広告

オール電化で省エネ・
ＣＯ2削減をお手伝い！

南
な ん

電
で ん

工
こ う

TEL0995（　22）0       145

大気の熱でお湯を沸かす

お子様や高齢者の安全を。

減らしてみませんか？
生活しながら、ＣＯ2　の排出量を

「エコキュート」は割安な深夜電力で、
「IHクッキングヒーター」で

昼間は「太陽光発電システム」で電気を作る。

ご相談・ご用命は

株式会社
大 口
営業所

ＮＡＮＤＥＮＫＯ

訂
正
と
お
詫
び

　
広
報
い
さ
お
知
ら
せ
版
２
月
15
日
号

４
ペ
ー
ジ
の
「
休
日
在
宅
の
お
医
者
さ

ん
」
で
、
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

　
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

３
月
７
日
（
日
）

羽
月
坂
元
医
院
（
外
）
↓寺

田
病
院
（
外
）
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広
報
い
さ

　
Ｎ
ｏ
.31　

2010.03.01
■
発
行
／
伊
佐
市
役
所
総
務
課
　
〒
895-2511　

鹿
児
島
県
伊
佐
市
大
口
里
1888

番
地

　
　
　
　
Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　
　
　
　
　
http://w

w
w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　
info@

city.isa.lg.jp
■
印
刷
／
㈱
あ
す
な
ろ
印
刷

編
集
後
記

人口のうごき

H22. ２. １現在（前月比）

総人口　30,505人　  （－   60）
　男　　14,054人　  （－   32）
　女　　16,451人　  （－   28）
世帯数　14,370 世帯（－   19）

　
今
年
も
早
春
を
告
げ
る
「
県
下
一
周
市
郡

対
抗
駅
伝
競
走
大
会
」
が
、
２
月
20
日
か
ら

行
わ
れ
ま
し
た
。
12
地
区
の
選
手
た
ち
が
一

本
の
襷
を
繋
ぎ
、
５
日
で
53
区
間
、
５
８
９

km
の
薩
摩
路
を
駆
け
抜
け
て
い
き
ま
し
た
。

　
代
表
選
手
に
な
る
た
め
に
、
年
間
を
通
し

て
の
練
習
、
選
手
と
監
督
・
ス
タ
ッ
フ
と
の

信
頼
関
係
を
築
き
、
任
さ
れ
た
区
間
を
走
り

ぬ
き
ま
す
。

　
伊
佐
チ
ー
ム
は
、
３
日
目
の
郷
土
入
り
の

日
、
西
太
良
中
継
所
で
４
位
で
襷
を
つ
な
ぎ

ま
し
た
。
惜
し
く
も
市
役
所
前
の
中
継
所
で
、

繰
り
上
げ
ス
タ
ー
ト
と
な
り
襷
を
繋
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
選
手
全
員
自
分

の
力
を
出
し
切
り
日
間
４
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま

し
た
。

　
目
の
前
を
駆
け
抜
け
る
ラ
ン
ナ
ー
に
、
感

動
を
も
ら
い
ま
し
た
。〝
あ
り
が
と
う
〞

（
表
紙
・
３
日
目
８
区
を
走
る
内
村
浩
二
選

手
）

◆ ◆

◆事業内容
 ・パソコン教室
 ・パソコン販売・修理
 ・パソコンPOSシステムの開発販売
 ・ホームページ作成
 ・      業務ソフトの開発（販売、会計、行政向け等）
 ・レンタルサーバー
※詳細はお気軽にお問い合わせ下さい。

伊佐営業所　
住所：伊佐市大口里1967-2 ☎22-0080
URL:http://www.stlabj.co.jp/

エス・テー・ラボ株式会社

広告

教室日程
月・水  14:30～ 15:15
（夜の部）18:30～ 19:45
火・木  14:30～ 15:15
教室担当：敷根 都喜子

E-mai：shikine@ml.stlabj.co.jp
入会金無料　月謝4,800円

パソコン教室
生徒募集

無料体験学習
実施中

　軽自動車及び原動機付自転車等を売却・譲渡・盗難・廃車・解体等で使用していない場合は、廃
車または変更の手続きが必要です。
　軽自動車税は毎年４月１日が課税の基準日となっていますので、その基準日までに手続きが行わ
れない場合は課税の対象となります。早めの手続きをお願いします。
市役所で手続きする車種
○原動機付自転車（50 cc ～ 125 cc）
○小型特殊自動車（農耕作業用トラクター等）
手続きに必要なもの
　所有者の印鑑及びナンバープレート（紛失された場合は、鑑札弁償代として200 円が必要です。）
手続・問い合わせ先　市税務課市民税係（大口庁舎）　　　　　　　         ☎㉓１３１１○内　１１８８
　　　　　　　　　　市役所市民税務課税務係（菱刈庁舎）　　　　　      ☎㉓１３１１○内　　２１２２
鹿児島県軽自動車協会で手続きする車種
○軽自動車・軽二輪車（126 cc ～ 250 cc）
○自動二輪車（250 cc を超えるもの）
手続きに必要なもの
　所有者の印鑑、ナンバープレート及び車検証等
手続・問い合わせ先
〒８９１―０１３１　鹿児島市谷山港２丁目４番３号
鹿児島県軽自動車協会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎０９９・２６１・４０１１

軽自動車税及び原動機付自転車等の廃車手続きについて

※伊佐市出身の IT技術者募集 !!
IT技術に興味のある方、お待ちしています。
IT業界で働きたい方、プログラム開発経験のある方、
お気軽にご連絡ください。募集は随時行っております。




